
横浜天声キリスト教会　　週報　第 4巻 9号（No.161）　　2013年 3月 3日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。 

*賛美　･･････････････････ 　８７番

*交読文　････････････････ 　４６番

*使徒信条　････････････・ 会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１０７番

礼拝のための祈り　･･･････ 川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　８６番

聖餐式･･････････････････ 　２８１番

メッセージ　･･････････････ いちじくの葉か、犠牲の衣か（創世記 3:7,21）

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　８８番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70 名与えられるように

・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

＿＿＿の住まいである地上の幕屋がこわれても、神の下さる建物があることを、

＿＿＿は知っています。それは、人の手によらない、天にある永遠の家です。

＿＿＿はこの幕屋にあってうめき、この天から与えられる住まいを着たいと望ん

でいます。

それを着たなら、＿＿＿は裸の状態になることはないからです。

確かにこの幕屋の中にいる間は、＿＿＿は重荷を負って、うめいています。それ

は、この幕屋を脱ぎたいと思うからでなく、かえって天からの住まいを着たいから

です。そのことによって、死ぬべきものがいのちにのまれてしまうためにです。(２

コリント 5:1-4)

メッセージ概要

人類に罪と死が入ってしまった瞬間、すなわち、アダムとエバが「善悪を知る実」を食べた時、真っ先に彼

らに起きた事は、目が開かれ、自分達は裸であった事を知った事であり、その事を見て知った彼らが真っ

先に実行した事は、いちじくの葉をつづり合わせて、裸を覆う事だった。(創世記 3:7)

神との関係が絶たれてしまった人間は、呪われてしまった自然や環境、人間関係の脅威の中を、自身の

体力や知識、思いや意志、感情をやりくりし、自力で渡り合って行かなくてはならなくなってしまった。

この、自分の恥ずかしい所、見られて欲しくない部分を覆う行為こそ、全ての人が持つ「取り繕い」である。

アダム以来人類の呪われた生き方は、自分の弱さや裸をカヴァーするために力を蓄え、知識を蓄え、技術

を発展させ自活して行くもので、いちじくの葉はやがて発展し、鎧となり、城壁となり、兵器となって行った。

そして、人はまた、浅知恵による言葉の「いちじくの葉」で自分を覆う生き方をも身につけた。

アダムは、自分の罪を告白せず、逆に神が与えて下さった妻が悪いかのように、詭弁といういちじくの葉に

よって自分の罪を覆おうとし、人を責め、神を責めた。エバもまた同様であった。（創 3:12-13）

小さい子供は、誰からも教えてもらわないのに、言葉を覚えた当初から、詭弁という「いちじくの葉」で自己

弁護する。そのように人は、生まれながらに取り繕う「くせ」が、身にしみてしまっている。

いちじくの葉がやがてぼろぼろになってしまうように、それは永遠に保つものではない。取り繕って一時的

に救われた気がしても、永遠に続くものではないため、喪失への恐れや不安がどこかしらあるものだ。

神を離れた人がやる事なす事は、全て、主の御前に実を結ばない「取り繕い」である。  (  ヨハネ      15:5)  

神に対して有用な実を結ばない「いちじくの葉」という取り繕いだらけの人は、主によって枯らされてしまう。

イエス様が唯一、呪いの奇跡を行われたのは、葉っぱばかりのいちじくの木に対してであった。（マタイ

21:18-22）

人は、何によって罪と裸を覆って頂けるのか。それは、神が一方的に与えて下さる衣によってである。

「主なる神は人とその妻とのために皮の着物  を造って、彼らに着せられた  。」(創世記 3:21)

主は、人を裸のままエデンの外に追い出す事をなさらず、呪われた地でもやって行けるように、何かしらの

動物を殺して犠牲とし、その皮を剥がれ、それを人に着させて下さり、それから救いのご計画を発動された。

日本で犯罪を犯したら日本の法律に則って対処するように、神の御前で罪を犯したなら神の方法に則っ

て罪を対処しなくてはならない。神の御前に有効な、罪の贖いの方法。それは、  いのちの犠牲  である。

イエス様は、たとえ話の中で、王が婚礼に客を招いた際に、礼服を身に着けてこなかった者は外に追い出

された話をされた。礼服は王から支給されるものであり、せっかく支給されたものを跳ね除けて、自前の服

を身に着けて行くなら、善人であれ悪人であれ、外の闇に追い出されてしまう。(マタイ 22:11-14)

同様に、神の支給して下さったキリストという贖いの衣を身に着けず、自前のいちじくの葉で取り繕うなら、

どんな善人であっても、天の王国から追い出されてしまうのである。

キリストこそ贖いの衣  であり  (  ガラテヤ      3:27)  、  この衣を着るなら、決して裸になる事は無く、死ぬべきものは  

いのちに飲み込まれる  のである。  (  ２コリ      5:1-4)  

アダムとエバはいちじくの葉で取り繕ったが、自前の方法では、神の前に罪や裸を覆った事にはならない  。  

ただ、神の側が示された衣で覆われてのみ、御前に有効なのだ。

ヤコブは自前の服ではなく兄エサウの晴れ着や動物の毛皮を纏ったため父からの祝福をいただき、エス

テルは自分好みのものではなく勧められたもの以外は身につけなかったため王の好意を受け、大祭司ヨ

シュアは、ただ一方的に、汚れた衣を脱がされ、神が用意された礼服を着せられた。

ルツはナオミから言われた通り、ボアズの衣をまくって彼の懐に入り、「わたしは、あなたのはしためルツで

す。どうぞあなたの衣の裾を広げて、このはしためを覆ってください。あなたは家を絶やさぬ責任のある方

です。」と言って迫ったために、栄光の家系へと入れられた。（ルツ記 3:9）

私達も、まことのボアズであるキリストの懐に飛び込んで行き、申し上げるべきである。

「わたしはあなたのはしためです。」「あなたの贖いの衣でわたしを覆ってください。」「あなたは私を、罪と

死から、いのちへと買い戻して下さるお方です。」と。

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1部礼拝（韓国語中国語通訳有）10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～
2部礼拝                         　14:00
聖書の学び会（箴言）          15:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～
水曜集会

　1部                                   　13:00～
　2部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 4巻 9号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013年 3月 3日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


